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研究成果の概要（和文）：本研究では、19 世紀後半から 20 世紀前半における日本・イギリス（イ

ングランド）、フランスにおける女性の教養の特質とその社会的意味について、lady, dame,「た

しなみ」等の概念を軸に分析・考察した。女子中等教育の拡大とともに、そうした概念が教育

ある女性のモデルとして再構成されていったことを、学校教育・学校文化、作法書、雑誌メデ

ィア等の資料をもとに明らかにし、比較社会史研究の土台をつくった。 

 

研究成果の概要（英文）：This study considers the features and the social meanings of the 

culture and education of women among Japan, England and France from the second 

half of 19th century to the first half of 20th century in relation to the concepts of 'lady', 

'dame' and 'Tashinami'.  The analysis of girls' school culture, manner books and 

women's magazine in each society made clear that these concepts were re-constituted 

as a well-educated woman's model with the expansion of girls' schools during the 

period. This study provides the foundation of the further comparative studies. 
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１．研究開始当初の背景 

 これまで、日本における教養の歴史社会学
的研究については、近代日本の大学や知識人
層の教養概念を軸に、理論的・実証的研究が

精力的に行なわれ、成果が蓄積されてきてい
る。そのなかで、旧制高校を中心とする教養
主義的な学生文化から現代の大学・学生文化
にいたる変容や、知識人の社会的位置や意味
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などが明らかにされてきた。しかしそこで対
象とされているのは、主として男子の学生文
化あるいは男性知識人の教養であり、女性の
教養についてはほとんど視野に入れられて
いなかった。 

 しかし、さまざまな領域で教養の衰退が取
り上げられつつある現代の状況のなかで、男
性の教養文化とはまた異なる、身体作法や社
交まで含む女性の教養の系譜をたどり直す
ことは、現代の教養文化を再考する上でも重
要な視点を提供するものと考えられる。 

 このような視点にたった女性の教養の歴
史社会学的研究はまだあまり多くない。研究
代表者は、戦前期における高等女学校を中心
とする女学校・女学生文化の研究を行なって
きたが、そのなかで女学生の文化が読書から
和洋の音楽、スポーツ、稽古事などを含む幅
広い教養を志向するものであったことを明
らかにした。また、当時の女性向け雑誌や作
法書においても、立ち居振る舞いから衣服や
化粧法等、身体や外見の作法から手紙の書き
かた、音楽、文学、装飾等にいたる素養を身
につけることが「たしなみ」ととらえられて
いたこと、それらが良妻賢母主義と結びつき
ながら、理想的女性像として浸透していった
ことも指摘した。本研究は、これらの知見を
基礎としながら、女性の教養文化の系譜をと
らえ直そうとする試みである。 

 一方、近年の欧米の社会史・文化史研究に
おいては、身体作法や社交を含む女性の教養
が、polite society の形成に重要な位置と役割
を占めていたことが注目されつつあった。イ
ギリス、フランスにおいては、女子中等教育
が拡大しはじめる 19 世紀半ば以降、女性の
教養が中産階級文化の核として重視される
ようになる。科学的思考と同時に文学、芸術
の素養をベースとした教養が、理想的な女性
像として形成されていったのである。 

 このような研究を土台としながら、女性の
教育と教養文化の関係を比較社会史的な視
点から検討したいと考えるようになったの
が、本研究の開始当初の背景である。 

 

２．研究の目的 

 以上のような研究の背景から、本研究は、
日本・イギリス（イングランド）、フランス
における女性の教養の特質とその社会的意
味について、家庭教育や学校教育、雑誌メデ
ィア等と関連づけながら、比較社会史的な角
度から明らかにするための土台をつくるこ
とを目的としてスタートした。 

 比較社会史的なアプローチをとることで、
それぞれの社会における女性の教養概念の
特徴やその社会的意味について分析すると
同時に、女性の教養の類型化を行なうことを
目指した。それによって、女性の教養につい
てのクロノロジカルな変化と同時に、教養の

類型比較というカテゴリカルな比較分析が
可能になる。 

 このような視点にたった研究は、現代の女
子教育さらには現代の高等教育・教養一般に
ついて考えていく上でも重要である。女性の
教養文化や教養観の系譜を跡付けることに
よって、教養の変質をめぐる現代的課題を新
しい角度から再検討するための示唆を得る
ことができる。 

  

３．研究の方法 

 日・英・仏における女子中等教育と生徒文
化に関する資料の収集と分析、女性向け雑誌、
マナーブック、家政書、小説の分析を行ない、
それぞれにおける女性の教養観、理想的女性
像について考察を進めた。 
（１）日本：戦前期の教養女性の類型化と戦
後における変容について分析・考察した。 
①戦前期の高等女学校の文化に関する資料
（調査資料、校友会誌、記念誌等）、及び女
性向けの礼儀作法書、雑誌（『婦人公論』『婦
人倶楽部』『主婦の友』等）の記事分析を行
なった。 
②その際、「良妻賢母」「モダンガール」「職
業婦人」などの女性カテゴリーと関連づけな
がら分析・考察した。 
③それらの分析をもとに、日本における教養
女性の類型化を行なった。 
④戦前・戦後の女性教養人についていくつか
の事例分析を行なった。 
⑤理想的女性像と教養の関係について総合
的に考察した。 
（２）イギリス（イングランド）：lady, 
respectable woman の概念を軸にしながら、
女子パブリックスクールの教育と女性向け
雑誌・作法書等の分析を行なった。 
①lady 概念の整理：19 世紀イングランドに
おける理想的女性像としての lady 概念につ
いて、先行研究を整理した。 
②女子パブリックスクールの教育と生徒文
化について資料の収集と分析を行なった。資
料 と し て は 、 ISA(Independent School 
Association) 、  GSA(Girls  School 
Association）、及び Girls School Yearbook
の関連資料を収集し、学校タイプ、カリキュ
ラム等について分析した。 
③事例研究として、 Cheltenham Ladies' 
College, Roedean School, St.Paul's Girls 
School, North London Collegiate School, 
The Mount Schoolの資料収集と訪問インタビ
ュー調査を行なった。 
④19 世紀半ば以降に相次いで出版された女
性向け雑誌の状況について概観した上で、
1895年から現在まで継続している"The Lady”
誌を取り上げ、その記事内容の分析を行なっ
た。また、"The Lady”出版社で、本誌の歴
史と現在の状況についてインタビューを行



 

 

なった。 
⑤女性の教養の指南書として長く愛用され
た Mrs.Beeton の 家 政 書 "Mrs.Beeton's 
Household Managementをもとに、イギリスに
おける女性の教養について分析・考察した。 
（３）フランス：dame, honnête femme 概念
を軸にしながら、リセの教育と女性向け雑
誌・礼儀作法書の分析を行なった。 
①dame, honnête femme 概念について、先行
研究を整理した。 
②リセに関する先行研究を整理し、代表的な
リセの資料を収集した。 
③近代ヨーロッパの礼儀作法書の最初のモ
デルとされるバルダサール・カスティリオー
ネ『宮廷人の書』（1528）に焦点をあてて、
その内容と特徴を分析した（喜名）。 
 
４．研究成果 
 研究方法の手順にそって資料収集・分析・
考察を行なった。その結果の概要は以下のよ
うにまとめられる。 
（１）共通に見られる特徴として、科学的・
学問的世界から家庭生活にいたる広い領域
にわたって、また姿勢や身のこなし、言葉づ
かい、会話術といった身体作法から社交まで
含んだ「教養」概念を軸として、理想的女性
イメージが形成されていったこと、19世紀後
半から中産階級の女性の進学が高まってい
ったことと対応して、教育を受けた教養女性
イメージとして再構成されていったこと、
1970年代以降、インフォーマル化が進むのに
ともなって、「たしなみ」や「慎ましさ」と
いった価値や、lady, dame等の概念や呼称が
衰退していったこと、等が挙げられる。 
（２）日本における女性の教養を特徴づける
ことばとして「たしなみ」を挙げることがで
きる。戦前期の女学校教育、婦人雑誌、礼儀
作法書の分析から、教養女性の類型として抽
出したのが、図１である。 
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  「武家娘」   「エンゲルスガール」 
 
伝統              近代 
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    図１ 教養女性の 4類型 

 
従来、Ⅲ、Ⅳを中心にとらえられてきた教養
女性の類型にⅠ、Ⅱを加えることによって、
戦前から戦後にいたる教養女性のタイプと
変容の過程をよりダイナミックにとらえる
ことができる。 
（３）カスティリオーネの「宮廷人」は、オ
ネットオム、ジェントルマンへと続くルネサ
ンス期の理想的人間像であり、『宮廷人の書』
は最初の紳士教育の書であり、フランスをは
じめヨーロッパに多大な影響をあたえた。ま
たこの書は、ルネサンス期の貴婦人（dame）
の理想を論じていることも注目に値する。こ
の書の分析から、中世以来、貴婦人はモルガ
ーヌ Morgane-メリュジーヌ Mélusine を二つ
の典型とする枠組みで語られることが多か
ったが、カスティリオーネはそうした観点を
もたないことに注目して、その内容を分析し
た。彼の貴婦人像は、男性と同等の教養を持
ち、また文化を洗練させていく役割を担う存
在として描かれている。こうした点は、女性
を神聖視する視点にもつながるが、それはま
た、近代社会におけるエリート階級の新しい
配偶者像に合致するものでもあったことを
明らかにした（喜名）。 
（４）フランス、イギリスの女性の教養概念、
教育、雑誌等の資料の分析から、フランスの
宮廷やサロンをモデルとした女性の教養や
理想的女性像がイギリスの女性の教養概念
に大きな影響力をもっていたことが明らか
になった。女子パブリックスクールや女性向
け雑誌、家政書の分析から、フランス語、フ
ランス料理、ダンス、ファッション等がイギ
リス女性の教養にとって欠かせないもので
あったことがわかる。さらに女子教育の拡大
のなかで、科学、スポーツ、スピーチ等の能
力も重視されるようになり、独自の教養ある
中産階級の女性のイメージと自意識が重な
った lady 概念が再構成されていったことが
明らかになった。 
（５）第二次大戦後とくに 1970年代以降、「た
しなみ」や’lady’, ’honnête femme’等
の概念やイメージは急速に衰退していった。
女子の高等教育の拡大、ジェンダーに関する
意識の変化とインフォーマル化の進展等が
その背景となっている。これらの変化をふま
えて、現代の教養概念を再考していくことが
今後の課題である。 
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